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歴
史
の

新
し
い

体
験
。

特
集
　
ホ
ー・
ツ
ー
ニ
ェ
ン 

「
ヴ
ォ
イ
ス・
オ
ブ・
ヴ
ォ
イ
ド 

│
虚
無
の
声
」展

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー﹇
Y
C
A
M
﹈
で
は
、
こ
の
春
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ホ
ー・
ツ
ー
ニ
ェ
ン
に
よ
る
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。
ホ
ー・
ツ
ー
ニ
ェ
ン
は
、様
々

な
歴
史
的
、哲
学
的
テ
ク
ス
ト
や
素
材
か
ら
映
像
作
品
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、演
劇

的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。今
回
の
展
覧
会
で
は
、哲
学
者
の

西
田
幾
多
郎（
一
八
七
〇
│
一
九
四
五
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
日
本
の
思
想
界
で
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
た「
京
都
学
派
」
を
テ
ー
マ
に
、Y
C
A
M
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
も
と
、V
R（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル・
リ
ア
リ
テ
ィ
）
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新

作
の
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
展

覧
会
で
私
た
ち
は
何
が
体
験
で
き
る
の
か
!? 

こ
の
度

企
画
を
担
当
す
る
Y
C
A
M
の
吉
﨑
和
彦
さ
ん

に
展
覧
会
の
狙
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※p. 2～7のイメージ画像は《ヴォイス・オブ・ヴォイド（ワークインプログレス）》のVR映像より抜粋



演
劇
を

見
て
い
る
か
の
よ
う
な

展
覧
会
が

作
れ
た
ら 今回の展覧会のアーティストであるホー・

ツーニェンについて教えてください。

シンガポールを代表するアーティストで、
現代美術や舞台芸術の分野で国際的に
高く評価されています。最初は映画監督
としてキャリアをスタートし、長編映画が
カンヌ映画祭で上映されたこともありま
す。その後は、映像インスタレーションや
演劇的パフォーマンスなどひとつの分野
にとどまらない形式の作品を発表し、国
際的な美術の祭典であるヴェネツィア・
ビエンナーレをはじめとする美術展や舞
台芸術のフェスティバルなどに数多く招
待されています。最近では展覧会の企画
も行うなど、絶えず表現の幅を広げてい
る、今注目のアーティストです。
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なぜ彼を展覧会のアーティストとして選

んだのでしょう？

以前からツーニェンの展覧会をYCAM

でやりたいとずっと考えてきました。彼
を選んだ理由は主に2つあり、1つは新し
いテクノロジーを積極的に取り入れて新
しい表現にチャレンジしていること。
YCAMでも様々なテクノロジーを扱って
いますが、彼とならテクノロジーが持つ歴
史やその背景にある政治的な文脈も見せ
てくれるような作品を作ることができる
んじゃないかと考えたからです。
そして、もう1つの理由は、彼が美術作品
だけではなく、演劇的な作品や映画も
作ってきたアーティストだからです。
YCAMも美術、舞台芸術、映画の事業を
行っていますが、ツーニェンとYCAMが

コラボレーションすることによって、既存
の展覧会や演劇という垣根を越えた新し
い作品が作れるのではないかという思い
がありました。今回の展覧会の会場であ
るスタジオAは普段は劇場として使われ
ている空間。この場所で演劇を見ている
かのような展覧会が作れたらいいなと思
いました。

歴史の 
複雑さを見せる
今回の展覧会では「京都学派」がテーマ

になっていると聞きました。

「京都学派」は西田幾多郎を中心に形成
され、1930年代から40年代にかけて日
本の思想界に大きな影響力を持った哲
学者のグループです。本展で主に取り上
げるのは、真珠湾攻撃直前の1941年11

月末に開催された、「京都学派四天王」と
呼ばれた西

にし

谷
たに

啓
けい

治
じ

（1900–1990）、高
こう

坂
さか

正
まさ

顕
あき

（1900–1969）、高
こう

山
やま

岩
いわ

男
お

（1905–

1993）、鈴
すず

木
き

成
しげ

高
たか

（1907–1988）が参加し
た座談会「世界史的立場と日本」です。
展覧会では、この座談会の内容を中心
に、彼らと彼らを取り巻く人々が30年代
から40年代にかけて産み出した様々な
テクストにアプローチしています。

「京都学派」をテーマにしようというの

は、ツーニェンと一緒に考えて出てきた

アイデアなのでしょうか？

「京都学派」を扱うことは、ツーニェンか
らの提案でした。ツーニェンはこれまでア
ジアの歴史や伝承を扱った作品を作って
きましたが、ひとつの歴史も、語る人や語

られ方によって全然違うものに見えてき
てしまう。それを、様々なイメージや文章
などを集めて解きほぐしていき、歴史の
複雑さを見せるということをこれまで
行ってきた作家です。今回、日本で作品
を作るとなったときに、彼は「京都学派」
が東洋的な観念を取り入れて、西洋の価
値観や思想を乗り越えようとしたことと、
その一方で、戦争とも深い関わりを持っ
ていたことに注目しました。また、当時の
戦争は、日本とシンガポールの関係を考
えたときに無視できない歴史的出来事で
す。「京都学派」といっても、様々な思想を
持った人たちがいて、それぞれ意見も違
うし対立もしている。「京都学派」の持っ
ている複雑さを見せることで、歴史の複
雑さを言葉ではない形で伝えようとして
います。

コロナ禍の影響で作品を制作する期間

に、ツーニェン自身は山口に来ることが

できなかったと思いますが…。

そうなんです。2019年に１度YCAMに

来て会場を見てもらって以来、作品を作
る段階では来ることができていません。
ミーティングもすべてビデオ会議で行
い、作品を制作しています。やはり遠隔
でコミュニケーションをとりながら作品

を作っていくことはとても難しいです。
今回はVRによって鑑賞者がアニメー
ションの登場人物へと同一化し、まるで
その世界にいるかのような体験をして
もらう作品ですから、まず、YCAMから

VRのヘッドマウントディスプレイとコ

ンピューターをシンガポールに送り、同
じ環境下で制作ができるようにしまし
た。しかし、キャラクターデザイン、3D

モデル制作、VRの環境作りまで日本に
いるエンジニアが中心になって制作し
ているため、言語の問題に加えて遠隔な
こともあり、言葉では表現しづらい身体
的な感覚は制作チームのメンバーに伝
わりにくく、やはりツーニェンがその場
にいてくれたらと思うことが何度もあり
ました。

逆にこの状況が良い方に作用した点はあ

りますか？

いろんな場所から作品の発表を依頼され
る忙しいアーティストですが、今はどこに
も行けずずっと家にいますので、連絡が
取りやすいですね（笑）。オンラインでも常
につながっていられるというのは、すごく

大きなメリットです。でも、そのオンライ
ンでやりとりできる情報量に限りがあり、
難しさもありましたが…。

【京都学派】　西田幾多郎と田辺元、そして主に京都大学で彼らに師事した哲学者のグループ。
その中でも、西谷啓治、高山岩男、高坂正顕、鈴木成高は「京都学派四天王」と称された。

わかる！
キーワード

吉﨑和彦　YOSHIZAKI Kazuhiko
1980年生まれ。東京都出身。2009年より、東京都現代美術館に学芸員として
勤務。映像、写真、身体表現、音楽など様々なジャンルの展覧会を担当する。
17年10月よりYCAMのスタッフに着任し、展覧会の企画を担当。

photo: 谷 康弘



P R E S E N T
ホー・ツーニェン「ヴォイス・オブ・
ヴォイド─虚無の声」展の展覧会
カタログやワイカムシネマ招待券を
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を
明記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の
連絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、4月30

日（金）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailで
ご応募ください。

●A  ホー・ツーニェン
　 「ヴォイス・オブ・ヴォイド─虚無の声」展
　 展覧会カタログ（3名）

●B  ワイカムシネマ招待券（3名）

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.115 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
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ホー・ツーニェン 

「ヴォイス・オブ・ヴォイド
  ─虚無の声」展
YCAMとのコラボレーション
2021年4月3日（土）～7月4日（日）　
10:00～19:00　
会場：山口情報芸術センター スタジオA　
［料金］無料　※VR体験は13歳以上が対象

V
R
に
よ
っ
て

 

身
体
的
に

 

歴
史
を

 

体
験
す
る

関連企画も多くあると聞きます。そのな

かでおすすめのイベントがあれば教えて

ください。

今回、YCAM教育普及担当と「サンカク
トーク」という企画を準備しています。
“サンカク”とは、自分自身と他者、作品
の「三者」の関係のことです。作品を見て
自分が考えたことを他者と共有し、他の
参加者の考えも聞いたうえで、また違っ
た視点から改めて作品を見るという、対
話を通して作品に対する発見や気づき
を深めていく機会が作れたらいいなと
思っています。
さらに、こうした対話型のものだけではな
く、キュレーターやエデュケーターが作
品の背景などを解説するトークも用意し
ています。ほかにも映画の上映も企画し
ています。今回取り上げた時代の空気に
ついて知ることのできるような映画や、

◎宗教論の話で難しい点があったが、哲学者の考え方が理解できた。 （70代以上男性　ホー・ツーニェン新作展プレトーク「山口時代の西田幾多郎の原文を読む・考える」より）

◎国が違えど、同じことが社会問題なんだなと思った。 （50代女性　ワイカムシネマ「82年生まれ、キム・ジヨン」より）

◎ネットといえど常にその向こうには人間が存在するという想像力を持ち続けることが必要だと痛感しました。 （鎖国プロジェクトワークショップ「私はネットでできている?」より）

◎中原中也記念館ならではの発想、「アンケート」や「職員の好きな詩」など手づくり感がとてもよかったです。 （20代男性　テーマ展示「教科書で読んだ中也の詩─思い出の一篇」より）

ツーニェンの過去作品を見ることによっ
て、異なる視点から作品のことを知っても
らいたいと考えています。会期中様々な
角度から展覧会を楽しんでもらえたらと
思います。

トークでは「難しい」「分からない」という

ことも言ってもいいのでしょうか？

そうですね。もしかしたら、作品を鑑賞し
て戸惑いを持たれる方もいらっしゃるか
もしれませんが、そのわからなさも楽しん
でもらいたいです。取り上げているテー
マは難しい問題ですし、その難しい問題
をあえて言葉に頼らない形で見せようと
いうのが今回の作品なので、作品から回
答が得られる、結論を得られるわけでは
ありません。そのため、「サンカクトーク」
のような対話の場で多くの方々と共に考
えていけたらと思っています。
哲学者とその政治的文脈を扱うという意
味では難しいテーマかもしれませんが、
手法としてはアニメーションを使ってい
ますので、その対比も見どころです。ぜひ
まずはアニメーションを楽しんでいただ
けたらと思います。
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を準備しています。また、スクリーンに投
影される映像は3つあり、VRの中のシー
ンについて別の視点から語る内容になり
ます。その映像を見てVR を体験すると、
物語の背景を知った上で、より身体的に
体験できると思います。
作品では、アニメーションという手法を用
いていますので、物語の中に入りやすい
のではないかと思っています。

表現方法としてVRやアニメーションを

選ばれたのはなぜでしょうか？

アニメーションから説明すると、ツーニェ
ンは日本のアニメに強い関心を持ってい
て、最近の他の作品でもアニメーション
を扱っています。日本のアニメでは、歴史
上の出来事や戦争が、架空の時代や世界
という設定で語られることがよくありま
す。さらに、彼が作品で扱ってきた歴史の
語りの構造とアニメーションの制作構造
に似ているところがあるんじゃないかと
ツーニェンは指摘しています。アニメー
ションはひとつの世界、フィクションの世
界を作る上で、複数のレイヤー（セル）で
前景・背景を作り、キャラクターがあたか
も本当に動いているかのように作ってい
る。歴史についても、何を前景に持ってく
るか、何を背景にして語るかによって、全

具体的に、展覧会ではどのように作品を

体験できるのでしょう？

作品は、映画を見るようにスクリーンに映
し出される映像を見る体験と、VRにより

映像世界の中に没入する体験の2つの異
なる映像体験から構成されます。作品の
核となるVRには4つのシーンがあり、そ

のシーンを行き来して、登場人物の語り
に耳を傾けることで物語が展開していき
ます。シーン間を移動するには、実際に
立ったり、横になったり、座禅を組むよう
にじっと動かずにいる。あるいは座談会に
速記者となって立ち会い、速記するかの
ように手を動かすことによって座談会の
声が聞こえてくるというインタラクション

く異なるものに見えてくる。このようなア
ニメーションの構造と歴史の語りの構造
の類似性からも、今回アニメーションを
手法として用いる動機のひとつにもなっ
ています。

VRについていえば、ツーニェンが作品で
VRを使うのは今回で2回目です。ただ、
1回目は観客とのインタラクションはほと
んどなく、360度の世界が見られるという
映像体験でした。今回彼にとって初めて
のチャレンジとなるのは、観客の動きが
VRのシーンの変化につながっているた
め、より観客の能動的な参加が求められ
るインタラクションがあることです。歴史
を情報や知識としてだけではなく身体的
に体験する、実際に自身もその歴史が再
現された場・空間に入って体験するとい
うのが今回大きなポイントになっていま
す。VRによって新しい歴史の体験の仕
方を試みています。
歴史は、文章で知ることもできますが、そ
の言葉がどういう状況下で書かれていた
のかということを、身体的に体験するこ
とによって、より過去の出来事に対して
想像力を働かせることができるんじゃな
いか、と私は考えています。身体を通して
歴史というものと向き合ってもらえたら
いいなと思っています。

photo: Matthew Teo　提供： Art Review Asia
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ホー・ツーニェン　
Ho Tzu Nyen
シンガポール生まれのアーティスト。様 な々

歴史的、哲学的テクストや素材との出会い
から出発して、映画や映像作品、インスタ
レーション、演劇的パフォーマンスを作る。
近年の作品では、トラ人間（《一頭あるいは
数頭のトラ》、2017）や三重スパイと裏切り者
（《名のない人》、2015）（《神秘のライ・テ
ク》、2018）といった変容する登場人物たち
を扱っている。2011年ヴェネツィア・ビエン
ナーレのシンガポール館での個展をはじめ
として、多くの国際的な美術展や舞台芸術
祭、映画祭に招待されている。

「
ヴ
ォ
イ
ス・
オ
ブ・
ヴ
ォ
イ
ド
│
虚
無
の
声
」展
で
私
た
ち
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の

軍
事
行
動
が
激
化
し
た
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
に
、日
本
の
知
識
人
た
ち
が
産
み
出
し

た
様
々
な
理
論
的
テ
ク
ス
ト
を
舞
台
に
上
げ
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。本
作
で
扱
う
テ
ク
ス

ト
や
個
人
は
、東
洋
の
観
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
西
洋
哲
学
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

た
西
田
幾
多
郎（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
、京
都
学
派
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
を
通
し
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。西
田
の
思
想
に
お
い
て
重
要
な
概
念
の
ひ
と
つ
で

あ
る「
絶
対
無
」
は
、禅
の
実
践
を
通
し
て
直
観
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
概
念

の
痕
跡
は
、彼
の
同
時
代
の
学
者
や
教
え
子
た
ち
の
仕
事
と
思
想
の
中
に
、
そ
し
て
当

時
の﹇
諸
﹈戦
争
の
中
に
道
徳
的
意
義
を
見
出
そ
う
、
あ
る
い
は
作
り
出
そ
う
と
い
う
彼

ら
の
努
力
の
中
に
散
見
さ
れ
ま
す
。

ア
ニ
メ
の
投
影
と
V
R
に
よ
る
同
一
化
を
相
互
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、師
と
弟
子
、講
演

者
と
聴
衆
、加
害
者
と
被
害
者
の
錯
綜
し
た
関
係
を
再
現
し
、既
存
の
見
方
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
視
点
か
ら
、複
雑
で
激
動
の
歴
史
の
瞬
間
を
再
考
し
た
い
と
思
い
ま
す
。対

話
し
な
が
ら 

作
品
に
つ
い
て 

一
緒
に
考
え
て
い
く

《ヴォイス・オブ・ヴォイド（ワーク・イン・プログレス）》、2021年。TPAM（国際舞台芸術ミーティング in 横浜）における体験の様子。 photo: 前澤秀登
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◎「分からないものに触れる」という意義について、考えさせられました。 （50代女性　ホー・ツーニェン新作展プレトーク「山口時代の西田幾多郎の原文を読む・考える」より）

◎人物像は知っていたけどゆかりの人たちの証言が興味深かったです。 （60代男性　ワイカムシネマ「マイルス・デイヴィス クールの誕生」より）

◎哲学といえば難しいイメージがありましたが、分かりやすかったです。 （30代男性　ホー・ツーニェン新作展プレトーク「山口時代の西田幾多郎の原文を読む・考える」より）

◎「春日狂想」は好きな作品の一つなのですが、成立背景を知るとまた違ったように見えてきました。 （20代女性　企画展Ⅱ「中也の住んだ町――鎌倉」より）

◎自分とインターネットの関係性を考え直すことができました。 （鎖国プロジェクトワークショップ「私はネットでできている?」より）

◎他の方々のスケッチを見るのは楽しくてまさに音景クルーズできたと思います。 （10代男性　未来の山口の授業「音景クルーズ」より）

◎懐かしい気持ちが込みあげてきました。 （20代女性　テーマ展示「教科書で読んだ中也の詩―思い出の一篇」より）

◎視覚ではなく聴覚だけのところが、すごい恐かったけど、色々考えさせられた。 （「ちゃんぷるー　わたしが幽霊!?修学旅行」より）

浜田真理子

世界に一つだけのサーカス
“Witty Look”は、一輪車元世界チャンピオン

のDAIKI（ダイキ）と日本屈指の女性アクロバ

ティッククラウンのCHEEKY（チィキィ）!!による

芽吹く。
新しいことへの
気持ちも。

第25回中原中也賞贈呈式
2020年11月7日

例年は、中原中也の
生誕日である4月29
日に行っている中也
賞の贈呈式だが、昨
年は新型コロナウイル
ス感染症拡大防止の
ため11月に延期をし

ての開催となった。贈呈式に登場した第25回中原中
也賞の受賞者である水沢なおは、会場に集まった参列
者を前に、「詩とはなにか、美しいとは何かを、これからも
妥協せず表現し続けていきたい」と、力強い言葉で抱負
を語った。渡辺市長からは、山口萩焼の陶板の賞状や
中也のブロンズ像などが手渡された。

水沢なお（詩人）

山口の空は、特別青くきれいでした。

水沢なお　MIZUSAWA　Nao

1995年、静岡県生まれ。武蔵野美術大学造形学部卒業。大
学1年生の頃より詩作をはじめる。2016年に第54回現代詩
手帖賞受賞。全国より集まった224点の応募・推薦詩集の中
から、第一詩集『美しいからだよ』（思潮社）が第25回中原中
也賞の受賞作となる。会話体で書かれ、小説に近い物語性を
持つ文体を評価されての受賞となった。

2020年に第25回中原中也賞を受賞された水沢なおさん。昨年の中也賞贈呈式が初めての山口訪
問だったそうです。緊張と喜びが入り混じる中で流れる山口での時間。その景色は、水沢さんの目にど
んなふうに映ったのでしょう。

中原中也賞の贈呈式をきっかけに、はじめて

山口を訪れました。昨年の11月のことです。

新山口駅で降りて、山頭火や中也の言葉

であふれている駅の構内を散歩しました。心

は川底で寝転がっているときのように、真っ

白く、どこまでも澄んでいきました。贈呈式当

日のことは、あまり記憶がありません。これ

までの人生のなかで、最も緊張した一日で

した。たくさんの方からの祝福に、これから

も詩作を続けていきたいと強く思いました。

無事に式が終わっても、しばらくの間、身

体はぴりぴりと張りつめていました。しかし、

温泉に肩まで浸かると、なにもかもがやさし

く溶け出していって、身体はあたたかさで

満たされていきました。贈呈式の次の日か

らは、ずっと行きたいと思っていた中原中

也記念館、瑠璃光寺の五重塔、常栄寺

の雪舟庭などを見て回りました。山口の空

は、特別青くきれいで、またその下を歩きた

いとふと思います。

 「声優夫婦の甘くない生活」
（2019年／イスラエル／88分／カラー）
［監督］エフゲニー・ルーマン
［出演］ウラジミール・フリードマン、マリア・ベルキン、アレキサンダー・センドロビッチ、エベリン・ハゴエル

夫婦の歴史を形作ってきた名画の数々。往

年の名作へのオマージュが詰まったクラシカ

ルな映像に加え、ユーモア溢れるストーリー

展開からも目が離せません。お国も時代も変

われど、なぜか他人事とは思えないこの夫婦

関係。笑えるか、笑えないか、あなたの本当

の声がそこに隠れているかもしれません。

前原美織（山口情報芸術センター シネマ担当）

お家時間が増えた今、家族と同居されている

方は、いまさら新たな発見があったりしますよ

ね。しかも、ほぼ嫌ぁな発見。

今回ご紹介する作品は、犬も食わない夫婦

の話。1990年、旧ソ連圏からイスラエルへ

移民したヴィクトルとラヤは、かつてソ連に届

くハリウッドやヨーロッパ映画のスターの吹き

替えで活躍した声優夫婦。夢の第2の人生

をスタートするも、仕事にありつけない2人が

始めたのはなんと闇仕事で…!?

監督自身の経験をもとに、7年の歳月をかけ

て丁寧に作り上げたこの作品は、場所や時

代を超えて深い共感を呼び、世界各国で喝

采を浴びました。また本作を彩るのは、声優

みなさんは「ロボット工学三原則」をご存
知でしょうか。この本は私が中学生のころ
読んだ本で内容はほとんど覚えていません
が、冒頭にロボットが従うべき三原則が示
されており、これを起点とした人間とロボッ
ト社会の矛盾などがミステリアスに書かれ
ています。AIが台頭してきている現在、何
故かこの三原則が気になります。

藤井栄治（山口市立中央図書館　職員）
『われはロボット』
アイザック・アシモフ 著（小尾芙佐 訳）

1983年発行／早川書房

2021年4月1日（木）～16日（金）
※期間中、休映日あり。上映開始時間等はお問い合わせく
ださい。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
　　   any会員・25歳以下・特別割引 800円

特集：音楽はいつでもすぐ隣にある。
100号の発刊を記念して表紙をがらりとリニュー
アル ! 背景色をつけることで各号のイメージカラー
が誕生。ハンブルク交響楽団と若手ヴァイオリニ
スト・三浦文彰との共演を描いたイラストは、まる
で「おもちゃのマーチ」の世界観のようにポップで
キュートな仕上がりに。特集インタビューの中で同
世代との共演の夢を語っておられた三浦さんは、
世界的ピアニストの辻井伸行さんと共演するなど、
その後も活躍の幅を着実に広げておられます。本
号からページ割も一部模様替えし、any通信のコ
ラム枠に「ふりかえりany」「MY TOOL」コーナー
が新たに仲間入りするなど、さらに充実の内容にな
りました。

any vol.100
発行日：2017年4月1日

「水筒2本」

「Witty LookのLife’s a Circus!!!!!」
2021年5月30日（日）　18：00開演
会場：  維新大晃アリーナ
 レクチャールーム（維新百年記念公園）
［チケット情報］一般発売　4月24日（土）～
［料金］全席自由　※4歳以上有料

前売　 一般 3,500円　 
any会員 3,000円（1会員4枚まで）　 
25歳以下 2,500円

一輪車サーカスユニット。

自分たちの立つ場所がい

つでもどこでも劇場になる

という信念のもと、世界中

を旅しながら公演を重ねて

きました。そんな実力派の

2人が山口市にやってきま

す。ハラハラドキドキ、コミ

カルなショーは、世代も性別も国境も越えてみ

んなを笑顔にしてくれますよ! 

「 フジコ・ヘミングの時間」

（2018年／115分／日本／カラー）
［監督］小松莊一良

 上映日程 2021年4月23日（金）～5月4日（火・祝）

60代後半でブレイクした遅咲きのピアニスト、フジコ・ヘミング初のドキュメンタリー
映画。80代になった今でも世界中で精力的に演奏活動を続ける彼女の魅力と数
奇な人生を、世界各地にある美しい自宅での愛する猫たちとの暮らしぶりとともに
解き明かしていく。監督は多くのミュージック・ビデオを手がける「ハートブレイカー 
弾丸より愛をこめて」の小松莊一良が手掛ける。

©2018「フジコ・へミングの時間」 
フィルムパートナーズ

any編集長の

 おススメ
1本

ワイカムシネマで
上映される作品の中から

any編集長の
お気に入りをご紹介。

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」
2021年4月29日（木・祝）
12：30～14：30 （朗読希望者は4／1より事前受付）

会場：中原中也記念館　前庭
          （雨天の場合、湯田温泉ユウベルホテル松政）
［ゲスト］浜田真理子、Marino
［料金］無料 （当日は、記念館の入館料も無料）

第26回中原中也賞贈呈式＆記念講演
2021年4月29日（木・祝）
15：30～16：10 贈呈式
16：50～17：50 記念講演  
「中也の風、朔太郎の白」
講師：萩原朔美（前橋文学館館長）
会場：湯田温泉ユウベルホテル松政
［料金］無料

もう何年になるかわかりませんが、職場でずっと私
のそばにいる水筒2本。小さい方はコーヒー、大
きい方は麦茶などノンカフェインの飲み物。寝つき
に影響するので、午前中にコーヒー、午後はノンカ
フェインを飲むことにしています。夏は氷を入れて
冷え冷え、冬は入れたての熱さが夜まで続きます。
きっかけは残業後に自分のカップを洗って帰るの
はつらいなあと思ったこと。ちょっとしたことですが、
仕事が終われば一瞬でも早く帰りたいものです。こ
れなら帰りはバッグに入れるだけ! おススメですが、
持ち物によっては時々サブバッグが岩のように重く
なってしまうのが難点です。時々何をそんなに持っ
てくるのかと聞かれるので書いてみました。

渡辺千絵（中原中也記念館　副館長）

中也さん、聴こえていますか?

詩の朗読を好んだ中原中也にちなんで行わ

れる「空の下の朗読会」が、中也の誕生日

に開催されます。第1部では、集まった参加

者が自由に詩の朗読を披露します。第2部

のコンサートにはシンガーソングライターの

浜田真理子さんをゲストに、またサックスの

Marinoさんをサポートにお迎えします。浜田

さんの声と音楽で広がる言葉の世界をお楽

しみに。夕方からは別会場にて中也賞の贈

呈式と記念講演を行います。 
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◎スタッフの方が他の人との意見をつなげたり、比較してくれたので、自分との感じ方の違いをより楽しめたように思う。 （20代女性　未来の山口の授業「音景クルーズ」より）

◎自分自身の素直な感情を、何のてらいもなく詩に投影できる潔白さが好ましいです。 （40代男性　テーマ展示「教科書で読んだ中也の詩―思い出の一篇」より）

◎頭の普段使わない部分を使ったみたいで楽しかったです。 （40代女性　ホー・ツーニェン新作展プレトーク「山口時代の西田幾多郎の原文を読む・考える」より）

◎色々なジャンルの映画上映、良いと思います。これからどんな映画に出会えるのか、ワクワクします!  （60代女性　ワイカムシネマより）

◎中也の生活が感じられる内容で興味深かった。 （50代女性　企画展Ⅱ「中也の住んだ町――鎌倉」より）

◎個人情報の取り扱いについて、自分なりにより強固なルール作りの必要性を強く感じました。 （鎖国プロジェクトワークショップ「私はネットでできている?」より）

◎学生時代に感じたことよりとらえ方が今は違っていておもしろかった。 （20代女性　テーマ展示「教科書で読んだ中也の詩―思い出の一篇」より）

◎自分の知らない内面を知ることができた。 （40代女性　未来の山口の授業「音景クルーズ」より）
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